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令和 ７年 宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 CFM ５月 
 

 

第７４回 放送番組審議会議事録 
 

１ 開催年月日 ２０２５年（令和 ７年） ５月２１日 
  

２ 開催場所 〒２４３－０１１１ 神奈川県愛甲郡清川村宮ヶ瀬９４０番地の２５ 

宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 本社 
  

３ 委員出席 委員総数 ５名   出席委員数 ４名 
  

 （１） 出席委員の氏名 藤田義友 朝倉英明 鈴木貴子 山口洋子 
  

 （２） 欠席委員の氏名 山本善男 
  

 （３） 放送事業者側出席者名 放送事業者 代表取締役 望月千弘 

取締役 放送局長 志村寧子 

 

４ 議事（審議内容） 

第１議案 放送番組 「朝ラジ」について 

番組を聞いていただいた後、放送局長から、番組の概要として、開局当初から続いている番組で、本放送局の目的で

もある「地域振興」を中核とした放送番組。 

番組構成（編成）としては、その日の朝から必要なことだが、忘れがちな日常の項目を第一に掲げて放送しています。 

「何のゴミを出す日だったかな？」、「今日は、集まりがあったかなぁ？」と、一瞬、頭の中から消えてしまう、朝忙しい日

常に、耳から補足できるといいなと考えています。 

そして、週前半の放送では、その週に行われる清川村などの公的機関のイベント等を、週後半では、翌週のイベント

情報などを伝えています。 

審議委員から「開局当初と現在と放送内容などで工夫していることは、ありますか。」との問いに 

放送局長は、大きな分岐点は、コロナ前と後で、イベントなどの数が激変し、時間が経つにつれ、清川村自体の人口

にも変化が見られ、聴取者からは、いわゆるＳＮＳの情報（目で見る）より、耳から入ってくる情報のほうが良いとのお話

があり、一例として、放送する内容で、清川村の広報誌「きよかわだより」にも記載されている情報は、「広報誌の〇〇ペ

ージに出ています。」と合わせて放送するなど、付加価値をつけて放送しています。 

また、このような放送を昼などに拡大することはできないか、検討してほしいとの審議委員から提案がありました。 

 

第２議案 「放送法第６条第５号の報告」について 

 前回の審議会開催以降、訂正放送等に関し、報告する事項はなく、また、放送番組に関して申し出のあった苦情そ

の他の意見は、ありませんでした。 
 

 

５ 審議機関の答申または意見に対してとった措置の内容及びその年月日 

  （答申又は意見の内容及びその年月日を併せて記載すること。） 

 

 

６ 審議機関の答申または意見の概要の公表  

  公表年月日 令和 ７年 ６月 ５日 
 

７ その他参考事項 

なし 
 


